
学校における米飯給食の推進について
（平成２１年３月３１日 文部科学省スポーツ・青少年局長通知）（抜粋）

米飯給食の推進については、週３回以上を目標として推進するものとする。

この場合、地場産物の活用推進の観点から、地場産の米や小麦を活用した
パン給食など、地域の特性を踏まえた取組にも配慮する。

また、地域や学校の事情等により実施回数が異なっている現状にかんがみ、
以下のように、地域や学校の事情等に応じた段階的、漸進的な実施回数の
増加を促すこととする。

（１）大都市等実施回数が週３回未満の地域や学校については、週３回程度
への実施回数の増加を図る。

（２）既に過半を占める週３回以上の地域や学校については、週４回程度など
の新たな目標を設定し、実施回数の増加を図る。

米飯学校給食実施回数の新たな目標

文部科学省は、平成2１年３月に米飯学校給食の新たな目標として
「週３回以上」（週３回以上の地域や学校については、週４回などの目標
設定を促す）を通知。

農林水産省の取組

米飯学校給食の推進について

米飯学校給食の拡大に向けた取組への支援

米飯給食を拡大する上で隘路となっている

①食材の安定確保

②産地との連携を通じた食育の推進

③調理時間・コスト

等の課題を解決する取組の支援をモデル校で実施し、成果を全

国の学校給食関係者に普及・啓発。

政府備蓄米の無償交付

米飯学校給食を増加させる場合に、回数の対前年度純増分を対

象に政府備蓄米（直近年産米）を無償交付。

・米飯学校給食は、味覚を育む子どもたちに米を中心とした「日本型食生活」の普及・定着を図る上で重要。
・農林水産省は、文部科学省と連携して、米飯学校給食を一層普及・推進。

出典：米飯給食実施状況調査（文部科学省）

市町村等への働きかけ

地方農政局や地域センターから、市町村等の学校給食関係者へ

米飯学校給食の一層の推進を働きかけ。

○ 米飯学校給食実施回数の推移 （平成２４年度３．３回）
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注：米粉パン・麺は含まない。
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